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氏名
印
　今般、上記場所において、下記許可条件を遵守しますので、給水装置の新設を許可ねがいます。
　なお、許可条件に違反した場合、給水停止等の措置がとられても異議申し立ていたしません。
（許 可 条 件）
1 給水装置は、呼び径２０ミリメートルとすること。
2 給水栓（カギ付）は１栓とし、コンクリート柱又は、ビニル管を用い、小屋又はフェンス等の保護施設で囲うこと。
3 保護施設については、図面を提出すること。
4 水道メーターの周囲は、容易に点検できるよう少なくとも１㎡程度の広さでコンクリート仕上げ    とし、埋没等のないようにすること。
5 漏水その他の事故により使用水量が増加しても水量については、一切更正（認定）はしない。
6 給水装置は、工事しゅん工後速やかに開栓手続きを行うこと。
7 給水装置の所有権を他人に譲渡する場合には、京都市公営企業管理者上下水道局長（以下「管理者」という。）に届出て指示を受けるものとする。
8 断水、水量不足等がしょうじた場合には、所有者により速やかに対処し、管理者の指示に従うものとする。
9 水道料金の支払いについては、口座振替を利用すること。
10 給水装置の維持管理を適正にするため、常時点検をすること。

11 給水装置の配管、水道メーターの位置、給水栓の位置等については、管理者の指示とおりとする。

12 野つぼ、水だめ、汚水ます等に隣接して給水管を布設しないこと。

13 野つぼ等にゴムホース等を使用して給水しないこと。

14 点検及び水道料金等の連絡用箱を差し入れ容易な場所に設置すること。

15 長期使用停止後、飲用に供する場合には、必ず給水管内等の停滞水を放水すること。
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